
  
 

若葉区内の水運用について 資料１-１ 

  
 

  
 

 

  
 
  

（１）現状 
・若葉区においては、更科浄水場（井戸水）、ちばリサーチパーク浄水場（井戸水）と高根給水場（県水

道局からの受水）の３系統により給水を行っている。 

・平成１８年、１ｋｍ条例により、給水区域内の市街化調整区域内においても開発が行われるようにな

り、平成２１年には施設整備を行わなければ下田地区での新規給水が困難となった。 

・平成２７年、新規給水が困難である状況を改善するべきであると厚生労働省から話があった。 

・平成２８年度当初予算において、下田町管路整備に係る実施設計を要望をしたところ、開発負担金につ

いて検討すべきとのことから検討を開始。 

・あわせて、下田町の水圧調査を行ったところ、安定給水に支障が生じていることが判明した。 

・平成２９年、北谷津新清掃工場において、枯渇の恐れのある井戸水から安定した給水を受けることがで

きる市営水道へ切り替えたいと、環境局から申し出があった。 

（２）課題 
① 北谷津新清掃工場等への新たな水需要への対応 

・新清掃工場は、安定稼働を基本とした災害時拠点施設となっていることから、水の安定供給を確保する

必要がある。 

・現状の管網のまま給水すると、全てを県からの受水で賄うことになり、受水費が著しく増加（103百万

円）してしまうことから、受水費を可能な限り抑える必要がある。 

・周辺施設（北谷津温水プール及び若葉いきいきプラザ）において新たな水需要が見込まれるため、これ

に対応する必要がある。 

 

② 下田町における水圧不足及び新たな水需要への対応 

・水需要が集中する時間帯において、安定給水に支障が生じている。 

・１ｋｍ条例圏内への配水能力が不足しているため、新たな水需要への対応ができない。 

 

※新たな水需要に対する施設整備費用の負担の在り方（開発負担金） 

・これまで、大きな水需要が発生する際には個別協議により応分の負担を求めてきたが、統一したルール 

 がなかったことから、清掃工場建替えや開発行為に伴う配水管等の整備にあたっての負担方法について 

 検討が必要である。 

（３）今後の方針  
 今後、次のような方針で事業を進めていく。 

  ア ちばリサーチパーク浄水場及び高根給水場から北谷津新清掃工場等までの配水管整備を行う。 

① 北谷津新清掃工場等への新たな給水が可能となる。 

・配水管整備を行うことにより、既存の浄水場（井戸水）を有効活用することで受水費を可能な限り抑え

た水運用（配水系統の変更）が可能となる。（103百万円→31百万円） 

・高根給水場とちばリサーチパーク浄水場の双方から水を送ることができるため、ちばリサーチパーク浄

水場で不具合が起こり、水を供給できない場合も高根給水場で受水した水を送ることができる。 

 

イ 更科浄水場（御殿町）から下田町までの配水管整備及び下田町地先の増径改良を行う。 

② 下田地区への適切な水供給の実施 

・管路のループ化を行うことで、水圧不足及び新たな水需要に対し、安定給水を図る。 

 

※新たな水需要に対する施設整備費用の負担の在り方（開発負担金） 

・開発負担金については、県水道局のほか各自治体での取扱いも様々である。市民等に負担を強いるに

は、この地区での配水系統見直し後、条例改正を検討するものとする。 

  （４）スケジュール 

  
 

 参考 新たな水需要に伴う影響額（試算） 
支出 

・管路整備事業費 約350百万円（H30～H36） 

・運営経費    約 36百万円／年 内訳 受水費  31百万円（H34：12百万円 → H37：31百万円） 

                    動力費等  5百万円 

収入        

・給水申込納付金  約 70百万円（給水開始時） 

・水道料金     約 98百万円／年（H34：53万円→H37:95百万円） 

※H37年度以降単年度黒字化、H42年度には累計投資額回収 

※1 企業債は考慮しない。 

※2 開発負担金は無し。 

※3 下田町は、H34から給水戸数が年々増加するものとしている。 

※4 北谷津新清掃工場は、H36に給水申込納付金を受け入れ、H37から給水を開始。 
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【単位：千円（税込）】
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H42年度までの影響額の試算 

1 管網計算

2 御殿町～下田町

3 更科町・高根町～北谷津町

4 開発負担金の整理

案　　件　　名　　称No. H36H30 H31 H32 H33 H34 H35

実施設計 配水管整備

実施設計 配水管整備


